
子ども支援室カシオペア活動紹介 

2021年2月～3月 

「特別支援教育支援員養成講座」 

マスク着用、アルコール消毒、長机の両端に座り距離をと

るなどのコロナ対策をして、実施します。募集を開始しま

した。１月13日締切。詳細はインターネットにて。 

「子ども支援室カシオペア」で検索 

http://sites.google.com/site/kodomosien/ 

HPと Facebookがあります。    2021.11.16版 

 

●なぜ「支援員養成講座」を行っているのか 

 LD、ディスレクシア、ADHD、自閉スペクトラム症など

の発達障害の子どもは一人ひとり状態像がさまざまです。

子どもたちを理解し、支援するためには、知識とスキルが

必要になります。 

 私たちは、春と秋に「特別支援教育支援員養成講座」（７

日間、１４講座）を2010年春から開催し、 2020年秋

までに22回実施、修了者は768人になりました。 

 受講された方は、特別教育支援員、放課後等デイサービ

ス、学童保育、子育て、学習支援、進学など、さまざまな

ところで知識を活かして活躍しています。 

 各分野の専門家のご講義を聴いて、多角的に学ぶことは、

保護者、支援者、学校関係者にとって、大きな知識とスキ

ルを手に入れ、効果的な学習支援、子育て支援をすること

にダイレクトにつながると思います。ご活用いただければ

うれしく思います。 

 

●スキルアップセミナーについて 

 各学期に１回行っていたスキルアップセミナーは、コロ

ナ禍のため、現在、中断中です。 

●主催者紹介 

〇吉田やすえ 

 三女の子育てを通じ、発達障害につ

いて詳しく学び、金城学院大学大学院

前期課程修了。ディスレクシア協会名

古屋代表。この養成講座の生みの親。 

植田東小、桶狭間小の学習支援ボランティアコーディネー

ター。ディスレクシア検査、保護者相談にも応じる。 

 

〇中久木俊之紹介 

 養成講座を実施するため、子ども支援

室カシオペアを立ち上げ、学習支援のフ

リースクールも行う。子どもたちが大勢

の学生から認められるアサヒキャンプも運営している。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●支援員養成講座の講師の先生方ご紹介 

 

〇繁昌成明先生 

 受講者の気持ちを温かくしてくれ

るスペシャリスト 

 

〇坂井誠先生 

 行動療法の基本を丁寧に教えてく

れるスペシャリスト 

 

〇水科順子先生 

 感覚統合を身近に感じさせてくれ

るスペシャリスト 

 

〇小笠原昭彦先生 

 心理検査の活かし方を教えてくれ

るスペシャリスト 

 

〇竹島浩司先生 

 米国でのABA指導を日本に伝えて

くれるスペシャリスト 

 

 

 

 

〇岩城正光先生 

 子どもの主権を大切にするスペシ

ャリスト 

 

〇ドーマン朋子先生 

 行動、チャレンジで自閉症の未来を

開くスペシャリスト 

 

〇早川星朗先生 

 自閉スペクトラム症の多様性を教

えるスペシャリスト 

 

〇加藤元嗣先生 

 視覚認知と学習の関係を教えてく

れるスペシャリスト 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●受講者から寄せられた感想 

〇2019年秋期養成講座修了生 

「支援員を視野に入れて、自分の子どものためにも発達障

害の知識を得たいと思って参加しました。 

 全講座受講した後は、自閉スペクトラム症といっても、

さまざまなケースがあること、特別支援学級だけでなく、

グレーゾーンと言われる子どもたちが、それぞれ困り感が

あるのではないか、と考える機会になりました。 

 特に支援を必要としている子どもたちには、大人は環境

の一部として、正しい知識と対応を必要とされます。療育

の先生だけでなく、学校の先生や保護者の方々にも、知っ

ていただきたいと思いました。今回学んだことを活かし、

時期をみて、特別支援教育支援員として活動したいです。」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇団体沿革 

 2010年 支援員養成講座開始 

      植田東小で学習支援ボランティアのコーディ 

      ネーター開始（吉田） 

 2011年 名古屋市支援員16人で開始 

 2013年 スキルアップセミナー開始 

 2015年 フリースクールカシオペア開始（中久木） 

 2016年 名古屋市全校配置379人 



●主催者略歴 

 吉田優英（Yoshida Yasue） 

  ディスレクシア協会名古屋代表 

 NPO法人子ども支援室カシオペア副室長、桶狭間小学校   

  学習支援員 

 携帯080-3078-4514 

 メールアドレス yy-mary@tg.commufa.jp 

＜経歴＞ 

金城学院学人間科学部心理学科臨床心理学専攻卒業 

金城学院大学大学院博士課程前期人間生活学研究科人間発

達学修了 

＜資格＞ 

 学校心理士、認定心理士、特別支援教育士（S,E,N,S）、

人間発達学修士 

＜所属学会＞ 

 日本 LD 学会、日本 K-ABC アセスメント学会、発達性

ディスレクシア研究学会 

 

●よしだ塾の紹介（吉田やすえ） 

対象 小学生 

場所 名古屋市昭和区 

(地下鉄御器所駅 or荒畑駅から徒歩５分） 

電話 080-3078-4514 

開設日 月・木・土 

 個別指導 1時間 4,000円 

ディスレクシア（読み書き）検査8,000円 

（相談、検査、検査レポート作成） 

 

●吉田さんのお勧めの本 

『「うちの子は字が書けないかも」と思ったら』 

 著者：宇野彰（筑波大学元教授） 

    千葉リョウコ（漫画家） 

      2020年 ポプラ社   

吉田やすえさんの先生である

宇野彰先生の著作です。 

発達性読み書き障害について、

わかりやすく書かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中久木俊之（Nakakuki Toshiyuki） 

 NPO法人アサヒキャンプ名古屋理事、事務局長 

 NPO法人子ども支援室カシオペア理事長 

＜経歴＞ 

 日本福祉大学社会福祉学部卒｡1988年～2008年 朝日

新聞厚生文化事業団職員、アサヒキャンプ担当 

＜資格＞ 

 中学高校社会科教員免許、特別支援学校教諭免許 

●フリースクールカシオペア紹介（中久木） 

〇目的 わかることが増えることで自己肯定感を育む 

        気分転換を交え、短時間学習を何度も行う場 

〇対象 小・中学生 

〇場所 名古屋市熱田区森後町7-14 沼田ビル３階 

    電話052-228-0842 

〇開設日 毎週火曜日と水曜日10:00～12:00 

               13:00～15:00など 

〇利用料 

 単独 １時間30分 3,500円 

 複数 2時間    3,500円 

 報告書作成料    1,000円（１か月） 

 登録費        500円（１か月） 

〇コンセプト 

 無理をしない。集中が続く短時間学習。気分転換を行う。  

 おしゃべりOK。学習を嫌いにしない。語彙を増やす。    

 報告書提出で、学校の出席日数になる子も多い。 

〇指導 

 中久木俊之（前述） 

 小林桂代子（火曜日午前、養成講座修了者） 

 

●今後の予定 

●2021年春期「特別支援教育支援員養成講座」 

 2月7日(日)～3月20日(土) 

 ウィルあいち会議室（名古屋市東区） 

 申込締切1月13日。詳細はネットにて。 

2019年秋期の受講生の皆さん 

 

●カシオペアおもな年間活動 

 2月～ 3月 春期特別支援教育支援員養成講座 

９月～10月 秋期特別支援教育支援員養成講座 

 フリースクールは火、水 通年 

 子育て・学習相談会は随時 

 

◇連絡先 

●子ども支援室カシオペア  kodomosien@gmail.com 

  電話052-228-0842 FAX052-228-0846 

  〒456-0024愛知県名古屋市熱田区森後町7-14 

                沼田ビル３階 

  http://sites.google.com/site/kodomosien/ 

  http://kodomosien.nagoya/ 

  https://sites.google.com/site/fskasiopea/ 

（「フリースクールカシオペア」で検索） 

♥ 吉田やすえ＆中久木俊之 子育て・学習相談会 

 日時：11月27日（金）、12月18日(金) 

いずれも10:00～12:00 

参加費：１回1,000円（定員10名） 

対象：幼児、小学生、中学生の親御さん 

会場：（お問い合わせください）080-3078-4514 

子どもの発達について、生活面について、学習につ

いて、お悩みはありませんか？ 

皆さんで一緒に解決の糸口を見つけましょう！ 

発達障がいのお子さんの生活面、学習面を考えた場

合、定型発達のお子さんとは別の知識が必要になりま

す。 

 発達の凸凹は、その子その子で違います。子どもが

伸び伸びと育っていくには、しっかりと親さんがお子

さんの特性を受容されることが必要です。共に学びま

しょう！親さんの安心感は子どもの笑顔を生みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


